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農薬の浸透移行性評価： 転写による感度向上、葉表面+内部の情報取得

■ 測定手順

農薬を塗布した葉を、Poropare™上で圧搾してサンプリング
した。転写後のPoropare™は追加処理せず、脱離エレクトロ
スプレーイオン化法で質量分析イメージングを実施した。

■ アプローチ

農薬の薬効を考察するうえで、塗布した農薬の浸透移行性を評
価したい。しかし、湾曲しかつ凹凸も多い葉は測定自体に制約が
あり、葉表面・内部の情報を得ることはいずれも容易でない。

■ 測定の課題

農薬滴下後、数日放置 葉面を圧搾

そのまま装置へ!

多

少

•葉面全体の農薬分布を可視化
•検出感度の向上
•転写を介することで、葉そのものを測定する場合に比べ実濃
　度レベルでのイメージングに成功した。

Poropare™の活用結果
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